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公益財団法人北海道環境財団 

北海道地球温暖化防止活動推進センター 





 

 
 

 



 

 
 



 



 



 

 



　 札幌市の北部、 北区篠路町に位置するペケレット湖において、 北海道全域の湿地保全や持続可能な活用

のパイロット事例となることを目的として、 植物相、 動物相の調査のほか、 湖底に堆積した土壌の分析等を環

境保全活動団体 （石狩川河口湿地調査隊） に実施していただきました。 ペケレット湖は、 かつて釧路湿原の

３倍以上の規模を誇った石狩湿原が、 現在 0.1％まで減少した湿地の一部であり、 この調査等を通じて北海道

全体における湿地保全の意義と回復の可能性を広める活動につなげていくことを考えています。

● 石狩川低地帯の生態系保全プロジェクトの実施



 

　 独立行政法人環境再生保全機構から受託し、 「地球環境基金助成金説明会」 （オンライン、 ２１人） を開催し

たほか、WEB サイトの運営 （訪問者数８５, ６７０件）、メールマガジンの配信 （送信先１, ９７１カ所）、相談対応 （１５１

件）、 各種委員会への参画 （７件） を実施したことに加え、 全国規模で実施する EPO ネットワークによる各種会

議等に参加しました。



 

 



 



 



 

猛禽類医学研究所、 NPO 法人 EnVision 環境保全事務

所、 NPO 法人トラストサルン釧路、 NPO 法人環境把握推

進ネットワーク PEG、 EPO 北海道、 釧路湿原自然再生協

議会生態系評価 WG、 もっと釧路湿原、 海ねこみなと会、

音別町パシクル湿原を守る会、 北海道環境財団 （HoBiCC） 



 



 

学校の総合的な学習の時間において釧路湿原を題材として行われた探求学習の成果発表会を実施

しました。 ４ブースに分かれてポスターセッション形式での発表を行い、 聴講者との質疑、 審査員から

のコメントや各賞の授与が行われました。 また、 ２名のゲストスピーカーから、 それぞれの専門分野に

おける発表を行い、 地域課題をみつめる機会となりました。



 

 

　 北海道と連携し、 道内の小学校高学年を対象として、 郷土学習

に SDG ｓの視点を取り入れた授業のコーディネイトを行いました。 年

間を通じて、 財団が派遣する講師により担当教諭や児童へ助言等

が行われ、 各校の状況に合ったスタイルで授業を行いました。 （１-1

参照） 



 

参加教員が児童を引率する際のフィールドプログラムの企画 ・ 運営に資する知見を伝えるとともに、 総

合学習、 教科学習等の様々な機会に、 釧路湿原の有する価値、 森林や湿原生態系の豊かさ、 生物

多様性等を学ぶ機会としてフィールドを案内しました。  

講師による座学をアーカイブ動画として参加者に案内し知識の習得を促すとともに、 対面での講座で

は、 身近な自然の直接体験 （見る ・ 聞く ・ 触る ・ 嗅ぐ、 など） により、 自然の仕組みを理解するだ

けでなく、 畏敬の念や親和性を育てる活動を紹介しました。  

丘陵地から湖畔に向かう湧水の小川沿い、 夢が丘木道のスポットでフィールド案内、 動植物等の解説、

児童への問いかけ等のフィールドワークを行いました。  



 



 



 

　 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策対象事業）を活用し、

道内の自治体 （士幌町、 鹿追町、 ニセコ町） が取り組む補助金交付

事業 （住民 ・ 事業者向け太陽光発電設備等の導入補助金） の執行

事務を受託し、 支援しました。  

　 各自治体の公募条件、 交付規程等に基づき補助金制度の周知資

材作成や説明会開催等による広報支援及び申請案件の採択審査業務

を行いました。



 

　 道内で創出された J- クレジットを集約 ・ 管理する枠組みとして 「どさん CO2 （こ） ・ ポート※２」 の設置、 運

用を行いました。 同枠組みに基づいて J- クレジットが流通し、 クレジット創出者は売却代金を受け取りますが、

売却代金の一部は 「東日本大震災復興支援型クレジット活用スキーム※３」 を通じて東日本大震災被災地に寄

付されています。

　 平成２８年度より、 当財団では、 環境省の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金 （以下、 補助金） の

執行団体として採択され、 道内および国内の地方自治体や事業者等の二酸化炭素排出抑制対策を促進、 支

援しています。 環境省と協議、 連携しながら、 交付規程や公募要領の作成、 公募説明会、 申請受付、 採択

審査、 交付決定、 完了検査、 補助金交付等の一連の補助金交付事務を行いました。  

　 なお、 今年度は以下の事業を担当しました。



 

　 環境省では二酸化炭素排出抑制対策のために実施された補助事業について、 その効果や稼働状況等の検

証、 評価を行う事業を実施しています。 当財団では、 これまでの補助執行業務の経験を生かし、 民間会社と

連携し、 令和６年度エネルギー対策特別会計補助事業 検証 ・ 評価委託業務 （自立分散型エネルギー事業）

を受託し、 導入された設備の稼働や管理状況、 二酸化炭素削減効果等を把握するヒアリング調査を担当しまし

た。  



 

　 当財団に寄せられた環境に関する行事予定、 各種募集や案内等の情報についてメールニュース 「北海道環

境財団／環境サポートセンターからのお知らせ」 により配信しました （配信回数 ： ９１回）。  

　 ソーシャルネットワーキングサービスの活用としては、 Facebook 公式サイトのほか、 当財団が主体となる情報

発信のための X （旧 Twitter） アカウント （アカウント名 ： 北海道環境財団／北海道環境サポートセンター） 及

び当財団に寄せられた行事予定等の情報発信のための X （旧 Twitter） アカウント （アカウント名 ： E ☆ navi

北海道） を活用し、 情報発信を行いました。
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〒060-0004 
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